
９５ 憲法・冷戦と講和条約

●１９４６年１１月① が公布され、翌年５月施行されま

す。憲法は、② 、③ 、基本的人権の尊重を

三大特徴としています。

●第二次世界大戦後、アメリカ中心の自由主義陣営（西側）とソ連など④

陣営の対立が激化します。アメリカとソ連両国は直接戦火を交え

なかったので、この対立を⑤ とよびます。

●このような対立を背景に、アメリカの占領政策も変わっていきます。労働運

動の激化に対し、⑥ 的な姿勢を強めます。また、民主化よりも⑦

を優先する姿勢を強化、財閥解体も不十分のまま終わります。

このような流れは「⑧ 」 と呼ばれました。

●中国では、毛沢東率いる⑨ 党が、国民党をやぶり、１９４９年

中華人民共和国が成立します。

●朝鮮半島では、南にアメリカ側の大韓民国、北にソ連側の朝鮮民主主義人民

共和国(北朝鮮）が成立、１９５０年、北朝鮮の侵攻によって⑩ 戦

争が発生、東西の対立は激化しました。

●アメリカは日本に経済復興と再軍備を要求、１９５０年８月⑪

隊が発足、戦争協力者の公職追放が解除される一方、日本共産党員が排除され

るレッドパージがおこりました。

戦争での米軍による武器などの大量発注により国内は⑫ 景気とよば

れる好景気に沸きました。

●アメリカは、日本を西側陣営で独立ようと、１９５１年、講和会議を開催、

⑬ 条約で、日本は独立を達成しました。しかし、⑭

は、１９７２年までアメリカの支配下のままにおかれます。

●⑭条約に続いて、同日⑮ 条約が結ばれ、日本は米軍

に基地を提供することになります。


